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今H上lU採集会にれかれたが、好天に忠まれて参会者 |  られた。 H光院の庭にもゴケ飢カサ1"，竹に出富であるか.
iJ 多くてその応待にイ亡しく、充分な採集も航物名をメモ ニのようにコケ類が多L 、ことはミの付近が湿度のおL 、こ
することもほとんどできなカったーまた、コースも名草 !  とによるものであろう。妙見111はコケ類の採集地と L て
神社( 約800m ) までで、そのと方へわき道に入つての | は非常によし、所のように見受けられたハ
調流採集もしてレなし、 そんなわけで採集会につL、ての I  0  妙見山によい自然林を育てたい この山には納林
適当な感想などとは無理な活である. ，したがって断J i - 的 |  とL てのスギ林には見事なものが多いが、 1'1然林のよL 、
なことを少しのべてお茶をにごすこ二とにしたし、 |  ものは名 1'1( 1'1[1社のド方にはほとんと見当らなレ。 約600
O  コケ植物が非常に豊富であるn 特に石原の阿;j渓 1 mぐらし、までのとニろにはコナラに 1) ョウフや時にはミ

将ぞL 、の地域と、名草神社へ行く「石原道」の渓谷や小 ! スナラなとをもまじえた二次林やアカマソ林がかなり多
流治L 、の湿ったと 4 ろがよし九 J そのようなと 4 ろにはチ !  l  、。ところがそれらにまじってシロタモやウヲシロ力シ
ョウチンコケ類 (Mnium)、シッホコケ類 (Dicranum) I なとの常緑広葉樹も認められる。 また、 3 0 0 m 内外とL 、
ホウオウコケ紅 (Fissid巴ns)、ヒツシコケ類 (Brachy- I った低L 、所にもチャボブJヤやハイイヌカヤヵ: 多し、のもこ
thecium)、オオパリカ不コ、ケ (Bryll !l1 pseudotrique- I の山の特徴であろうっ結局この 1[1の下万はウラジロカン
trum)、サ '7 コケ類 (Philonotis)、クンヤグコケ | 型の林Iよ上方はフナ林となるのであろうか、高山の少
(Hypopterygillm japonicum) などのセン類や j ャ | なし、但馬部でこの山は山地の l当然林の代表的様相をみる
コケ類 (Conocephalum)、 ケゼニコケ (Dumortiera I のには紋もよ l '111となるのであろうから、ニれらの二次
hirsllta)、クモノスコケ (Pal1avi仁川ia longispina) 林を保護して概相林に移行させたL 、ものである。ここは

I  J ' I 然公園法による県立公園なのであって、将来さらに肉
類泊、多し、ところで、岩! ニにはスナコケ (Rhacomitrium I 定公園になる」とをも望むならば、それにh さわ L ¥， ，11，1  
canesc巴ns var 巴ricoids)、ギボウシコケ主ii (Grim- ) ) I j保護地阪に州当
mia)、シロヒジキコケ (Hedwigia ciliata)、オオギボ | するものを育成 Lたし、ものである。
ウj コケモドキ (Anomodon giraldii) などが多く、 |  兵庫県の生物学会は意欲的であり、また、よくまとまっ
岩の11¥1やや、乾く土上にはユパノチョウチンコケ | てし、るように感じて喜ば L く、叉鳥取県と比較 Lてみて
(孔1nillm microphvllllm)、タマコ、ケ (Bartramia うらやま L くもあったο 4のような」とは高等学絞や'1 '
pomiformis)、 ミヤマスギコケ (Polytrichul11 alp- I 学校の熱心な有志の人々がのばせ上った天狗にならな¥ ， • 
inum) なともみられる l ヒにのべたもののうちクジャ | で、よく他の人々の一位Ui古をされるミとと、生物教育なし、
クコケはやや高L 、と 4 ろiよみられる例であり、 i ヤマス |  しl'l 1科教育泊 :1'1然に根を生やして行なわれてL 、ること、
ギゴケは低く下りすぎてしるような感じを受ける J その I  1 I 光院住職のような篤志家カ iおられて場所や機会を提供
他多くみられるものと L てはンノフコケ類 (Thllidi1ll11， I されてL 、ることなとによるものかと想像した次第であっ
士上、岩上) 、オオトラノオコ♂ケ飢 (Thamniu 111，主と i  たr それにつけても紅科会長はじめ地区間J治人の方々お
Lて岩 L 土l二) なとがあり、樹皮上にはキンモウコケ 1  • 
矧( U lota)、ヒ弓コケ類 (Neckera)、オオギポウシゴ XJllk市立川 IIIJ 5 丁目 l番地 .cJ11正大学学芸学部
ケモドキ、 ごヤベコケ (Miyabea fruticella) なと泊、み
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